	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK1-001

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	コンテナ車による工場系混合廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場
02.事務所

03.引取場所
04.引取準備
05.引取開始

-1アームロール式
-2ワイヤー式

06.引取完了前

07.引取完了後
08.事務所
09.退場
	・徐行して入場する。
・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を連絡する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・現場担当者に引取コンテナを手で触って確認する。
・現場担当者に入替用空コンテナの仮置き場を確認する。
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。

・空コンテナを仮置き場に降ろす。
・引取廃棄物を確認する。→指示書に記載されているもの以外の廃棄物が入っていないか？
・引取コンテナの扉を固定する。
・飛散防止用シートを引取コンテナに装着する。

・引取コンテナの歯止めを解除する。→解除後、動かないか？
・車がダンプアップした状態でないことを確認の上、指定場所へ移動し、引取コンテナに対して真直ぐに付ける。
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。

・アームのフックを引取コンテナのリングに掛ける。
・引取中、コンテナの動きを確認する。
・引取コンテナを車に搭載した後、ボディロックを確認する。
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。

・ワイヤーが切れかかっていないことを確認する。

・ワイヤーアタッチメントを引取コンテナに取り付ける。
・ワイヤーをシーブに掛け、シーブピンの挿入を確認する。
・引取中、コンテナの動きを確認する。

・引取コンテナを車に搭載した後、ボディロックを確認する。
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。

・引取コンテナを仮置き場に降ろす。

・05と同じ作業で空コンテナを車に搭載する。

・空コンテナを指定場所に降ろす。

・05と同じ作業で引取コンテナを仮置き場から車に搭載する。
・空コンテナの歯止めを実施する。
・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・徐行して速やかに退場する。
	場内速度厳守
マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認
ヘルメット
安全靴
保護手袋
周囲の確認
不明廃棄物の確認
ゲートロックの確認
周囲の確認
荷崩れの確認
荷崩れの確認
周囲の確認
マナー・言葉遣い
ヘルメット
安全靴
周囲の確認
場内速度厳守

	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK1-002

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	タンクローリー車・強力吸引車（ブロワ車）による工場系汚泥の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場
02.事務所

03.引取場所

04.引取準備

05.引取開始

06.引取完了前

07.引取完了後
08.事務所

09.退場

10.異常時の処置


	・徐行して入場する。

・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を連絡する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・現場担当者に引取廃棄物（工場系汚泥）が入っているピットを手で触って確認する。

・引取廃棄物を確認する。→工場系汚泥以外の廃棄物が入っていないか？
・引取用ホースを車に接続する。→番線・ホースバンド等を使用すること！
・引取用ホースをピットに挿入する。

・引取用ホースを必要箇所で固定する。

・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・全てのバルブを開放する。

・工場系汚泥がタンクに入っていることを確認する。

・工場系汚泥が引取用ホースから漏れていないことを確認する。

・上記の作業について、以降も車から離れずに監視する。

・タンクの空き容量を確認の上、オーバーフローしないように注意する。

・徐々にバルブを締め、引取を完了する。

・引取用ホースをピットから取り出し、ホース内に残っている工場系汚泥を吸いきる。

・現場担当者の了解を貰い、水道水で引取用ホース内を洗浄する。

・「液漏れ」に注意しながら、引取用ホースを車に収納する。

→「液漏れ」が発生した際、10へ

・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・徐行して速やかに退場する。
・「液漏れ」が発生した際、単独で判断せず、全てのバルブを締めた上、漏れ量の多少にかかわらず、現場担当者に連絡して指示を仰ぐ。
・その際、現場担当者の氏名を確認する。
・処置完了後、速やかに、その旨を自社に報告する。

	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

ヘルメット

安全靴

保護手袋

不明廃棄物の確認
周囲の確認

保護眼鏡（ゴーグル）
ウエス
周囲の確認

周囲の確認

マナー・言葉遣い

マナー・言葉遣い

ヘルメット
安全靴
周囲の確認

場内速度厳守
マナー・言葉遣い
周囲の確認


	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK1-003

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	平ボディ車による工場系廃棄物入ドラムの収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場
02.事務所

03.引取場所

04.引取準備

05.引取開始

06.引取完了前

07.引取完了後
08.事務所

09.退場

	・徐行して入場する。

・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を連絡する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・現場担当者に引取ドラムを手で触って確認する。

・引取ドラムの数を確認する。
・引取廃棄物を確認する。→指示書に記載されているもの以外の廃棄物が入っていないか？
・その際、全引取ドラム内の廃棄物の量も確認する。→引取ドラムの中で空のものがないか？
・引取ドラムの蓋が閉まっていることを確認する。

・あおりを開けて荷台の上を片付ける。

・リフトマンに引取ドラムの積込位置を荷台の上で指示する。

・その際、リフトで移送中の引取ドラムの真正面には立たないように注意する。
・引取ドラムを積み込む際は、偏荷重にならないように注意しながら、荷台の奥から順に積み込む。
・引取ドラムを荷台で動かす際は、手・足を挟まないように注意する。

・リフトマンに荷台の空きスペースを知らせ、引取ドラムを必要分だけ移送してもらうように指示する。

・あおりを閉める。

・引取ドラムが荷台で動かないように固定する。→ロープ・ベルト等を使用すること！
・引取ドラム内の廃棄物が飛散する可能性のある際は、飛散防止用シートで荷台を覆う。

・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・徐行して速やかに退場する。

	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

ヘルメット

安全靴

保護手袋

不明廃棄物の確認
周囲の確認
明確な指示

周囲の確認

明確な指示

周囲の確認

マナー・言葉遣い

ヘルメット
安全靴
周囲の確認

場内速度厳守


	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK1-004

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	タンクローリー車・強力吸引車（ブロワ車）による液状危険廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01．入場

02．事務所

03．計量所

04．引取場所

05．引取準備

06．引取開始

07．引取完了前

08．引取完了後

09．計量所

10．事務所

11．退場
	・他車・歩行者等に注意の上、徐行して入場する。

・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を確認する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、ガードマンの指示に従いながら車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・計量を実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・現場担当者に引取廃棄物（対象設備）を確認する。

・静電気除去装置に触れ、帯電した静電気を除去する。

・引取廃棄物から静電気を除去するため、接地導線を接続する。

・対象設備が稼動していないことを確認する。

・引取用ホースを対象設備に接続する。→引取用ホースの外観・パッキン・接続箇所の締付状態は良好か？
・車の上部防油堤にある排水コックを閉める。

・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。→クラッチペダルをゆっくり上げること！
・レバーを吸引側に倒し、圧力を上昇させた上、吸引側のコックを開ける。

・計測器等によって引取廃棄物の積載量を監視する。

・引取用ホース内に引取廃棄物が残っていないことを確認する。

・吸引側のコックを閉め、圧力を低下させた上、レバーを中立の位置に戻す。

・PTOスイッチを切り、エンジンを停止する。

（マンホールの蓋を開ける場合）

・緩めたロックスピンナーを上げた状態でマンホールを持ち上げ、残圧がないことを確認する。

・引取用ホースを対象設備から取り外した上、車に収納する。→引取用ホースの外観・パッキンは良好か？

・接地導線を取り外した上、車に収納する。

・使用した電気・水道機器等を元の位置に戻す。

・現場担当者より最終確認を受ける。

・計量を実施する。

・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・その際、先方の業務に支障がないよう、ガードマンの指示に従いながら車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・他車・歩行者等に注意の上、徐行して速やかに退場する。
	場内速度厳守

自社側指示との照合

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

ヘルメット

安全靴

保護手袋・マスク
保護眼鏡（ゴーグル）
接続箇所の確認

ウエス・オイルパン

周囲の確認

安全帯
液漏れ・悪臭の確認

過積載防止への配慮

付近の清掃

忘れ物

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

場内速度厳守

	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK2-001

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	小規模新築現場でのクレーン車による建設混合廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場
02.事務所

03.引取場所

04.引取準備

05.引取開始

06.引取完了前

07.引取完了後
08.事務所
09.退場

	・徐行して入場する。
・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を連絡する。
・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・現場担当者に入替用空バッカンの仮置き場を確認する。
・車の作業範囲が十分に確保されていることを確認する。→電線・軒先・看板等に当たらないか？
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。
・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。

・車を据え付ける場所が平坦で足場が強固であることを確認する。→地盤が軟弱な場所は避けること！

・アウトリガーのストッパーを抜く。→アウトリガーは最大まで引き出すこと！
・ワイヤーロープの状態を確認の上、フックを外す。

・その際、「乱巻き」に注意する。
・荷重指示計（ブームの長さごとの定格荷重の表示）を確認する。
・ドラムに3巻き以上分を残した上、ワイヤーロープを伸ばす。
・引取廃棄物を確認する。→指示書に記載されているもの以外の廃棄物が入っていないか？
・障害物等が作業範囲付近にないことを確認する。
・クレーンのフックを引取バッカンのフックに掛ける。
・引取バッカンの中心とブーム先端のシーブの中心が合うようにバランスを確認の上、引取バッカンの4点で吊り上げる。
・その際、オーバーロードしないように荷重指示計を確認の上、乱暴なレバー操作による「横引き」・「縦引き」を止める。
・クレーンの旋回を低速にし、引取バッカンの動きを確認する。
・リモコンを使用する際は、クレーンの感触が直接伝わらないので常にクレーンの状態（「乱巻き」等）に注意する。

・引取バッカンを車に搭載した後､飛散防止用シートで荷台を覆う。→引取バッカンの落下・移動を防止するため、レバーブロックを実施すること！
・空バッカンを指定場所に降ろす。→空バッカンが水平になるように平坦な場所に降ろすこと！

・「乱巻き」に注意しながら、上記の作業を完了する。
・ブームが指定方向であることを確認の上、フックをフック掛けに固定する。→ワイヤーロープの撓み・「油漏れ」等を点検すること！
・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。
・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。
・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・徐行して速やかに退場する。

	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

ヘルメット

安全靴

保護手袋

周囲の確認

周囲の確認

周囲の確認
定格荷重表の参照
不明廃棄物の確認
仮吊りによる確認

荷崩れの確認
空バッカンの固定

マナー・言葉遣い
ヘルメット
安全靴
周囲の確認
場内速度厳守


	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK2-002

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	強力吸引車（ブロワ車）による建設汚泥の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場
02.受付
03.引取場所

04.引取準備

05.引取開始

06.引取完了前

07.引取完了後
08.受付

09.退場
10.異常時の処置


	・徐行して入場する。→ガードマンの指示に従うこと！

・速やかに入場手続きを済ませた上、現場担当者に到着した旨を報告し、作業指示を受ける。
・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所（待機場所）に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・引取用ホースを廃棄物（建設汚泥）の中に入れる。
・引取用ホースを必要箇所で固定する。
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。
・徐々にバルブを開放し、引取を開始する。

・建設汚泥がタンクに入っていることを確認する。

・建設汚泥が引取用ホースから漏れていないことを確認する。

・上記の作業について、以降も車から離れずに積載量を監視する。→過積載になっていないか？

・所定量の建設汚泥の引取が完了したことを確認の上、全てのバルブを締める。

・引取用ホース内に残っている建設汚泥を吸いきる。

・建設汚泥が飛散・漏洩していないことを確認の上、引取用ホースを車に収納する。→建設汚泥が飛散・漏洩している際、10へ
・終了後、退場手続きを済ませた上、現場担当者に引取が完了した旨を報告し、確認印を作業伝票に貰う。
・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。
・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所（待機場所）に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・徐行して速やかに退場する。→ガードマンの指示に従うこと！

・建設汚泥が飛散・漏洩している際、単独で判断せず、全てのバルブを締めた上、漏れ量の多少にかかわらず、現場担当者に連絡して指示を仰ぐ。
・その際、現場担当者の氏名を確認する。
・処置完了後、速やかに、その旨を自社に報告する。

	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

ヘルメット

安全靴

保護手袋

周囲の確認

保護眼鏡（ゴーグル）

周囲の確認

周囲の確認

マナー・言葉遣い
ヘルメット
安全靴
周囲の確認
場内速度厳守
マナー・言葉遣い
周囲の確認


	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK2-003

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	高圧洗浄車による洗管作業・強力吸引車（ブロワ車）による当該作業発生汚泥の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.洗管作業前

02.洗管作業準備

03.洗管作業開始
（引取準備）
04.引取開始

05.引取完了前

06.引取完了後

	・警察より道路使用許可を受けておく。

・マンホールが施錠されている際は、自治体より許可を受け、鍵を借りておく。

・付近住民に作業内容等を説明し、協力を得ておく。

・ガードマンを作業範囲付近に配置する。

・各車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・下流側マンホールの蓋を開ける。

・保安設備を下流側マンホール開放箇所等に設置する。

・ガス検知器によって、有毒ガス・酸素欠乏等に対して安全であることを確認する。→酸素濃度18%以下・硫化水素量10ppm以上が検知された際は、有効な換気を実施してマンホール内を正常な状態に戻す。

・高圧洗浄車のアイドリングを実施する。

（作業員がマンホール内に入る場合）

・「監視人」を上流側マンホール付近に配置する。

・タラップを使用して下流側マンホール内から入る。→当日、健康に支障のある作業員は入らないこと！

・ホースガイドローラーを管口・下流側マンホール入口に取り付ける。

・高圧洗浄車のホースリールを緩めて各ホース（高圧洗浄車のメインホース・強力吸引車の引取用ホース）を下流側マンホール底まで降ろす。

・高圧洗浄車のメインホース（高圧ホース・フレキシブルホース・スチールランス等）先端のノズル（直接ノズル・扇形噴射ノズル・後方噴射ノズル等）をインバート内で上流方向に向けて水圧を掛けながら管内へ送り込んでいく。→ノズルは管口から管径までの長さの2倍以上挿入すること！

・その際、足場を決め、ノズルを腰を入れて開放する。→作業員がマンホール内に入っている場合は、そこから退去させて「監視人」に合図した上、ノズルを開放すること！

・管口径が大きい際は、ノズルがUターンしないように注意する。

・ホースリールでメインホースを巻き取り、土砂を下流側マンホール下まで引き寄せてくる。→堆積物が多い際は、1回の「巻き取り」によって搬出可能な量で区切り、「送り込み」・「巻き取り」を繰り返して清掃を実施する。

・強力吸引車の引取用ホースでマンホール内に堆積した土砂を吸引する。→必要に応じて小型スコップで残土をバケツに入れ、道路上に搬出すること！
・高圧洗浄車のサブホースで下流側マンホール側面・道路面等を洗浄する。→必要に応じてマンホール内の「逆引き仕上げ」を実施すること！
・下流側マンホールの蓋を閉じる際は、手・足を挟まないように注意する。→必要に応じて下流側マンホールを施錠し、仕上げに「駄目打ち」を実施すること！
・終了後、保安設備を下流側マンホール閉鎖箇所等から撤去し、速やかに指定場所から退去する。
	マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全長靴
保護手袋

テコの使用
清掃作業用一般機器

火気使用厳重禁止

合図方法・内容
周囲の確認

鎖の位置の確認

安全ベルト

周囲の確認

流下防止装置の設置

周囲の確認

周囲の確認

流下防止装置の撤去

周囲の確認



	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK2-004

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	ダンプ車による建設廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01．入場

02．受付

03．引取場所

04．引取準備

05．引取開始

06．引取完了前

07．引取完了後

08．受付

09．退場


	・徐行して入場する。→ガードマンの指示に従うこと！

・速やかに入場手続きを済ませた上、現場担当者に到着した旨を報告する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所（待機場所）に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

（自社側指示と異なる要請があった場合）

・指示書によって事前確認していた作業時間・場所・内容等を再確認の上、自社に連絡して指示を仰ぐ。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・オペレータの指示によって、車を積込場所へ移動させる。

・オペレータによる積込作業を確認の上、密接なコミュニケーションを取りながら積載量を監視する。→過積載になっていないか？

・所定量の建設廃棄物の引取が完了したことを確認する。

・建設廃棄物が飛散していないことを確認する。

・飛散防止用シートで荷台を覆う。

・コボレーンが閉鎖した状態であることを確認する。

・終了後、退場手続きを済ませた上、現場担当者に引取が完了した旨を報告し、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・先方から予め指定された運搬経路を確認する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所（待機場所）に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

徐行して速やかに退場する。→ガードマンの指示に従うこと！


	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認

飛散防止への配慮

周囲の確認

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

運搬経路図

周囲の確認

場内速度厳守



	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK3-001

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	パッカー車による資源系廃棄物・食品廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場
02.事務所

03.引取場所

04.引取準備

05.引取開始

06.引取完了前

07.引取完了後
08.事務所
09.退場

	・徐行して入場する。

・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を連絡する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・現場担当者に引取廃棄物を確認する。
・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。
・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。
・プレスによって破片・汁等が生じる際は、テールゲート下を養生する。

・緊急停止スイッチが全て作動することを確認する。
・消火器の場所を確認する。
・引取廃棄物をホッパーに投入する。
・可能な限り「空回し」がないように効率よく回収する。
・自社担当者以外がスイッチ・テールゲートに近付かないように配慮する。
・発火する可能性のあるもの・その原因となるものの混入に注意しながら、引取廃棄物を積み込む。

・回収時に飛散したものがある際は、清掃を実施する。

・プレス機を下ろし、飛散防止を実施する。

・現場担当者に積残しがないことを確認してもらう。

・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。
・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。
・「ありがとうございました」とお礼を述べ、退室する。

・徐行して速やかに退場する。

	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

服装
周囲の確認

ヘルメット

安全靴

保護手袋

周囲の確認

火災防止への配慮
周囲の確認
清掃の徹底
マナー・言葉遣い
ヘルメット
安全靴
周囲の確認

場内速度厳守


	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK3-002

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	ビル清掃等に伴って排出される事業系廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場

02.事務所

03.引取場所

04.引取準備

-1固形物の場合

（パワーリフト車）

-2液状物の場合

（ポンプ車）
05.引取開始
-1固形物の場合
-2液状物の場合

06.引取完了前
～引取完了後

07.事務所

08.退場
	・徐行して入場する。

・入場後、速やかに事務所に立ち寄り、挨拶を済ませた上、事務所担当者に当日の作業内容を確認する。

・その際、先方の業務に支障がないよう、ガードマンの指示に従いながら車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・カラーコーン等によって作業準備場所を確保し、通行の妨げにならないように注意する。→夜間の際は、赤灯・反射板等を設置すること！
・車のエンジンを停止し、後方に作業範囲を確保する。

・プラットホーム開閉金具を外す。

・プラットホームを水平にし、上下スイッチによって足等を挟まないように設置面まで下げる。

・引取廃棄物をプラットホームに積み替え、荷台に積み込む。

・引取廃棄物をベルトで固定する。

・車のエンジンを始動し、PTOスイッチを入れる。

・その際、エンジンの「空吹かし」がないように注意する。

・レバーを吸引側に倒し、圧力を上昇させた上、吸引側のコックを開ける。
・上記と逆の作業で終了する。

・ビルへ収集器具（ホース等）を持ち込む前に通路を確認の上、作業の妨げとなる物品を安全な場所へ移動させておいたり、養生シート等で覆っておいたりしておく。→高価な物品の移動等は、先方立会いの下で実施すること！
・天井・壁・床等が破損しないように通路ごとに収集器具（ホース等）を固定する。

・天井・壁・床等が破損しないように2人1組で回収する。→可能な限り台車等を使用すること！
・地上…ポンプ・容器等によって回収する。→可能な限り密封・施錠可能な容器を使用すること！

・地下…マンホールの蓋を開け、十分に換気する。→硫化水素の発生に注意すること！（計測：酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者）
・電気・水道機器・配電盤等を元の位置に戻す。
・05と同じ点に注意しながら、ビルから収集器具（ホース等）を持ち出す。→最終確認は、先方立会いの下で実施すること！

・終了後、事務所に立ち寄り、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・その際、先方の業務に支障がないよう、ガードマンの指示に従いながら車を安全な場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・徐行して速やかに退場する。
	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

ヘルメット

安全靴

周囲の確認
ヘルメット
安全靴

保護手袋

周囲の確認

液漏れの確認

荷崩れの確認

周囲の確認

荷崩れの確認
酸素濃度計
付近の清掃

忘れ物

マナー・言葉遣い
ヘルメット

安全靴

周囲の確認

付近の清掃

場内速度厳守

	制 改 定 履 歴
	
	
	
	
	
	


	制定
	起案
	作成
	収集運搬作業マニュアル
	ｺｰﾄﾞNo
	OSK3－003

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ｼｰﾄ No
	1/1

	作業カテゴリー
	保冷車による医療系廃棄物・感染性廃棄物の収集

	作　業　工　程
	作　　　　　業　　　　　内　　　　　容
	注　意　点

	01.入場

02.受付

03.引取場所

04.引取準備

05.引取開始

06.引取完了前

07.引取完了後

08.受付

09.退場

10.異常時の処置


	・徐行して入場する。

・速やかに入場手続きを済ませた上、現場担当者に到着した旨を報告し、作業指示を受ける。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所（待機場所）に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・車を指定場所に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・現場担当者に引取容器（密閉式・二重式）を確認する。

（引取容器に表示されている「バイオハザードマーク」の色）

・引取廃棄物が鋭利なもの（注射針等）→黄色
・引取廃棄物が液状・泥状のもの（血液等）→赤色

・引取廃棄物が固形状のもの（血液が付着したガーゼ等）→橙色

・引取廃棄物が上記3種混合のもの→黄色

・引取容器が破損していないことを確認する。

→引取容器が破損している際、10へ

・荷台の扉を開けた後、内部（ルート回収上の前医療機関等における既積込容器）に悪臭を感知した際は、消臭剤を十分に散布する。

・引取容器の両取手を掴み、荷台の奥から順に積み込む。→引取容器に取手がない際は、引取容器の蓋下両端を掴み、荷台の奥から順に積み込むこと！

・引取容器が落下しないように注意する。→無理に引取容器を積み重ねないこと！

・所定量の引取容器を積み込むごとにゴムバンドを使用して荷崩れを防止する。

・現場担当者の了解を貰い、水道水で手を洗浄する。

・終了後、退出手続きを済ませた上、現場担当者に引取が完了した旨を報告し、確認印を作業伝票に貰う。

・マニフェストに先方の記入ミスがないことを確認の上、必要事項を記入し、A票を渡す。

・その際、先方の業務に支障がないよう、車を安全な場所（待機場所）に停め、エンジン停止・歯止めを実施する。

・徐行して速やかに退場する。

・引取容器が破損している際、単独で判断せず、破損箇所を確認の上、程度にかかわらず、現場担当者に連絡する。

・その際、現場担当者の氏名を確認する。

・引取廃棄物の飛散・漏洩・流出状況を確認する。

・先方立会いの下で、飛散・漏洩・流出した引取廃棄物を速やかに回収・清掃し、破損している引取容器に入っている引取廃棄物と併せ、破損していない容器に入れ替える。

・処置完了後、速やかに、その旨を自社に報告する。

	場内速度厳守

マナー・言葉遣い

服装

周囲の確認

保護手袋・マスク

保護眼鏡（ゴーグル）

ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｰｸ

[image: image1.png]



消臭スプレー

片手積込厳重禁止

荷崩れの確認

引取容器の破損回避
マナー・言葉遣い

服装

マナー・言葉遣い

服装

周囲の確認

場内速度厳守

マナー・言葉遣い

周囲の確認

保護手袋・マスク

保護眼鏡（ゴーグル）

箒・塵取・鉄鋏

吸着マット・消毒剤

消臭スプレー

予備容器
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- 1 -   （社）大阪府産業廃棄物協会調査研修委員会収集運搬部会
- 11 -   （社）大阪府産業廃棄物協会調査研修委員会収集運搬部会

